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※記載資料の転載・二次使用はご遠慮ください
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選者の先生方（左から）
上田日差子氏、大串章氏、鈴木しげを氏、
德田千鶴子氏（水原春郎氏代理）、渡辺恭子氏

　第 14 回石田波郷記念
　「はこべら」俳句大会
　「はこべら賞」受賞者、
　なかでみちこさん
　(3 月 8日 )

第 14 回「はこべら」俳句大会句集
砂町文化センター窓口にて販売中
（1冊 500 円）

2 階展示ロビー
入賞作品展
（3月 8日～ 15 日）

▲

▲

波
郷
忌
の
暮
れ
ゆ
く
波
郷
墓
前
か
な

綿
虫
や
火
種
の
ご
と
き
師
の
一
語

世
田
谷
区
　   

な
か
で
み
ち
こ

熊
本
県
　   

近
藤
輝

　
三
月
八
日
（
日
）、
装
い
も
新
た
に
な
っ
た

砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
第
二
研
修
室
に
て
、「
は

こ
べ
ら
」
俳
句
大
会
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
よ
り
も
多
い
、
投
句
数
七
百
六

十
六
件
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
大
賞
二
句
、
特

選
十
五
句
、
入
賞
四
十
九
句
を
表
彰
し
、
出

席
さ
れ
た
受
賞
者
の
句
に
つ
い
て
、
選
者
の

先
生
方
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冬
紅
葉
永
久
に
波
郷
は
五
十
六
　

　
　
　
　
　    

江
東
区
　   

観
音
堂
松
雄

綿
虫
や
波
郷
師
系
に
母
あ
り
き
　

　
　
　
　
　    

世
田
谷
区
　  

筒
井
カ
ヨ
コ

墨
堤
は
光
を
撓
め
ゆ
り
か
も
め
　

　
　
　
　
　
　
江
東
区
　  

染
井
か
し
こ

師
の
語
る
青
年
波
郷
温
め
酒
　

　
　
　
　
　
　   

愛
知
県
　    

古
賀
勇
理
央

波
郷
忌
を
教
へ
て
く
れ
し
母
は
亡
し

　
　
　
　
　
　
江
戸
川
区
　  

長
阪
信
子

綿
虫
や
火
種
の
ご
と
き
師
の
一
語

　
　
　
　
　
　
熊
本
県
　  

近
藤
輝

　
ま
た
、
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
二
階
で
は
、

「
は
こ
べ
ら
」
俳
句
大
会
の
入
賞
作
品
展

も
同
時
に
行
い
（
〜
三
月
十
五
日
ま
で
）

受
賞
者
の
方
々
が
ご
自
身
の
句
の
前
で
記

念
撮
影
を
す
る
風
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

図
書
館
に
ひ
と
り
の
午
後
や
惜
命
忌

　
　
　
　
　
　
江
東
区
　  

多
田
敏
行

惜
命
の

見
て
冬
の
小
名
木
川

　
　
　
　
　
　
北
区
　      

山
﨑
奈
穂

白
神
の
水
ふ
ふ
み
け
り
な
な
か
ま
ど

　
　
　
　
　
　
千
葉
県
　  

石
田
和
子

波
郷
忌
の
水
河
口
ま
で
澄
み
に
け
り

     

　
　
　
　    

岐
阜
県
　
小
出
ひ
か
り

石
鎚
山
は
男
の
山
や
忍
冬
忌

　
　
　
　
　     

福
岡
県
　
坂
井
恵
美
子

冬
菊
の
影
を
崩
さ
ず
忍
冬
忌

　
　
　
　
　      

足
立
区
　
野
口
放
生

波
郷
忌
の
暮
れ
ゆ
く
波
郷
墓
前
か
な

　
　
　              

世
田
谷
区
　
な
か
で
み
ち
こ

藍
の
気
息
嘗
め
て
確
か
む
伊
予
の
秋

　
　
　
　
　    

江
東
区
　
大
野
南
蒼

樹
木
医
の
木
の
葉
の
名
刺
あ
た
た
か
し

　
　
　
　
　
　
江
東
区
　
小
出
功

発行日
平成 27 年 3月 20 日

発行元
江東区砂町文化センター

〒136-0073
東京都江東区北砂 5-1-7
電話：03(3640)1751



日程 : 5 月 23 日（土）～ 6月 27 日（土）
回数 : 全 4回
時間 : 14 時～ 15 時半（90 分講義）
定員 : 25 名
受講料 : 3,400 円（全 4回分）
教材費 : 1,200 円（全 4回分）
会場 : 砂町文化センター　第 1会議室ほか

★講座情報★

申込は 3月 24 日まで。
ただし、申込状況によっては、〆切後も
先着順で受付けます。詳しくはお問合せください。
（03-3640-1751）

★展示情報★
講座に関連した、波郷の療養俳句など
の展示を行います(4月1日～を予定)。
この機会にぜひご来館ください。

平
成
二
十
七
年
度
　
春
の
新
規
講
座
紹
介

講
師
■
　
俳
誌
「
鶴
」
主
宰
・
俳
人
協
会
監
事
　
鈴
木
し
げ
を

　
　
　
　
清
瀬
稲
門
句
会
　
大
畠
薫
、
清
瀬
市
協
力

　
結
核
に
冒
さ
れ
て
い
た
石
田
波
郷
は
、
そ
の
生
涯
に
お

い
て
己
の
病
・
命
を
見
つ
め
た
句
を
多
く
詠
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
石
田
波
郷
や
正
岡
子
規
、
川
端
茅
舎
、
野
見
山

朱
鳥
な
ど
が
詠
ん
だ
「
療
養
俳
句
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
俳
人
た
ち
の
人
生
、「
命
」

の
あ
り
方
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
第
二
回
目
に
は
、
石
田

波
郷
が
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
清
瀬
市
に
訪
れ
、
文
学

散
歩
を
行
い
ま
す
。

■
講
座
担
当
レ
ポ
ー
ト
■

　
二
月
の
小
雪
が
舞
う
中
、
今
回
の
俳
句
鑑

賞
講
座
第
二
回
目
に
予
定
し
て
い
る
外
出
講

義
の
下
調
べ
と
し
て
、
文
学
散
歩
の
講
師
で

あ
る
大
畠
さ
ん(

清
瀬
稲
門
句
会)

と
香
西
さ

ん(

清
瀬
市
市
史
編
さ
ん
室)

ご
案
内
の
も
と
、

清
瀬
市
の
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
結
核
に
冒
さ
れ
て
い
た
波
郷
が
療
養
生
活

を
送
っ
て
い
た
清
瀬
。「
病
院
の
街
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
通
り
、
清
瀬
駅
前
の
商
店
街
を
抜

け
る
と
、
閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
様
々
な
医

療
関
係
施
設
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
中
央
図
書
館
↓
中
央
公
園
（
句
碑
・
石
碑
）

↓
東
京
病
院
と
、
文
字
で
起
こ
し
て
み
れ
ば

大
変
す
っ
き
り
と
し
た
ル
ー
ト
で
す
が
、
見

所
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
印
象
に
残
っ
た
い
く
つ
か
の
場
所
を
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
清
瀬
市
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
雑
木
林
が
あ

り
、
大
変
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
清
瀬
市

市
史
編
さ
ん
室
が
発
行
し
て
い
る
『
市
史
で
候
』

に
は
、
こ
の
清
瀬
の
自
然
こ
そ
が
結
核
の
療
養

を
支
え
て
い
た
の
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
当

時
の
結
核
の
療
養
に
は
「
大
気
・
栄
養
・
安
静
」

が
何
よ
り
大
切
な
こ
と
で
し
た
。

　
波
郷
は
随
筆
に
て
「
五
月
こ
そ
は
清
瀬
村
の

も
つ
と
も
誇
り
得
る
季
節
で
あ
る
」
と
書
い
て

い
ま
す
が
、
講
座
で
予
定
し
て
い
る
外
出
講
義

は
図
ら
ず
も
五
月
で
す
。

　
長
い
冬
も
終
わ
り
、
春
も
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来

て
い
ま
す
。
こ
の
良
い
季
節
に
波
郷
の
面
影
を

探
す
旅
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
広
大
な
敷
地
を

持
つ
東
京
病
院
の

一
角
に
あ
る
「
外

気
舎
記
念
館
」。

こ
こ
は
結
核
患
者

が
回
復
期
に
入
る
療
養
病
舎
で
し
た
。
予
め

申
請
を
し
な
け
れ
ば
中
に
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
こ
の
日
は
外
か
ら
の
見
学
と
な

り
ま
し
た
。
や
や
曇
っ
た
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
見

た
小
さ
な
部
屋
に
は
、
木
で
で
き
た
ベ
ッ
ド

が
二
台
ほ
ど
並
ん
で
い
る
だ
け
。
ま
た
、
建
物

の
向
い
に
あ
る
木
々
は
、
こ
こ
で
軽
作
業
療
養

を
し
て
い
た
患
者
が
植
え
た
も
の
だ
と
、
案
内

役
の
お
二
人
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
心
に
残
っ
た
の
は
「
出

発
点
」と
い
う
碑
で
す(

写
真)

。
こ
の
碑
が
立
っ

て
い
る
場
所
は
、
外
気
療
法
を
行
っ
て
い
た
患

者
が
社
会
復
帰
に
向
け
て
歩
行
療
法
を
行
っ
た

「
出
発
点
」、
ま
た
は
「
は
じ
め
の
一
歩
」
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
辛
い
療
養
生
活
を
経
て
こ
の
場

所
に
立
っ
た
患
者
た
ち
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な

思
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

■
参
考
■

市
史
編
さ
ん
草
子
『
市
史
で
候(

そ
う
ろ
う)

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

清
瀬
市
市
史
編
さ
ん
室)

石
田
波
郷
読
本
　
　
　
　(

角
川
学
芸
出
版)



3/24（火）まで　※はがき・FAX は 24 日（火）必着　　　　　　　　　　　　　　　 

※25 日（水）以降は先着順にて受け付けます。詳しくはお問い合わせください。
①窓口　※第 1・3月曜日は休館日です。（ただし祝日は開館）　

②電話　03-3640-1751　　③FAX　03-5606-5930
④はがき　〒136-0073 東京都江東区北砂 5 1 7　
⑤インターネット　http://www.kcf.or.jp

お申し込み方法

はがき・FAX 記入例 ① 砂町文化センター・講座名　② 氏名・ヨミガナ　③ 生まれ年（西暦）・性別　
④ 郵便番号・住所　⑤ 電話番号・FAX 番号

※インターネットからの講座申し込みには「受講生登録」が必要となります

お申込み期間

イメージ 講師：大竹道茂ゴッホ《種蒔く人》

※定員を超えた場合は抽選となります。



第６会議室（2階）

北砂公園側の時計

階段の手すり


